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『
儀
式
』
譲
国
儀
の
歴
史
的
位
置
西
本
昌
弘
は
じ
め
に
『
儀
式
』
巻
五
、
譲
国
儀
は
平
安
初
期
の
皇
位
継
承
儀
礼
の
う
ち
、
譲
位
儀
礼
の
次
第
を
定
め
た
も
の
で
、
節
剣
・
伝
国
璽
な
ど
の
レ
ガ
リ
ア
を
先
帝
か
ら
新
帝
に
伝
え
る
次
第
が
詳
細
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
律
令
国
家
成
立
期
の
天
皇
は
、
中
臣
氏
が
天
神
寿
詞
を
奏
上
し
た
の
ち
、
忌
部
氏
が
奉
上
す
る
鏡
剣
を
受
納
す
る
こ
と
で
、
皇
位
に
就
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
う
し
た
令
制
の
践
祚
儀
礼
は
、
平
安
時
代
に
な
る
と
儀
礼
全
般
の
唐
風
化
に
伴
い
、
大
き
く
改
変
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。『
儀
式
』
譲
国
儀
で
は
中
臣
・
忌
部
の
奉
仕
は
姿
を
消
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
は
唐
風
に
改
定
さ
れ
た
譲
位
儀
礼
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、『
儀
式
』
譲
国
儀
の
内
容
を
詳
し
く
分
析
す
る
と
、
そ
こ
に
は
平
安
初
期
に
特
有
の
皇
位
継
承
に
関
わ
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
手
立
て
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
れ
は
こ
の
譲
位
儀
礼
が
制
定
さ
れ
た
時
代
の
歴
史
的
背
景
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、『
儀
式
』
譲
国
儀
の
成
立
時
期
を
考
え
る
た
め
の
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
を
踏
ま
え
な
が
ら
、『
儀
式
』
譲
国
儀
の
成
立
年
代
を
探
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
節
剣
・
伝
国
璽
の
内
実
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
九
世
紀
前
半
か
ら
一
〇
世
紀
後
半
ま
で
の
譲
位
儀
の
実
際
を
追
う
こ
と
で
、『
儀
式
』
譲
国
儀
の
も
つ
歴
史
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
。
『
儀
式
』
譲
国
儀
の
歴
史
的
位
置
（
西
本
）
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二
九
一
『
儀
式
』
譲
国
儀
の
特
徴
『
儀
式
』
巻
五
、
譲
国
儀
に
記
さ
れ
た
譲
位
儀
礼
の
次
第
を
順
に
書
き
上
げ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
①
天
皇
は
予
め
本
宮
を
去
り
、
百
官
を
従
え
て
御
在
所
に
遷
る
。
②
（
譲
位
儀
の
）
三
日
前
に
固
諸
関
使
を
派
遣
す
る
。
③
当
日
平
旦
、
太
政
官
は
式
部
省
を
召
し
、
刀
禰
を
会
集
せ
し
む
べ
き
こ
と
を
命
じ
る
。
④
大
臣
は
内
記
を
召
し
て
譲
位
宣
命
を
作
ら
し
め
、
そ
の
草
案
を
内
侍
を
通
し
て
奉
覧
す
る
。
⑤
返
賜
の
後
、
大
臣
は
本
所
に
復
し
、
黄
紙
に
（
宣
命
を
）
清
書
さ
せ
、
書
杖
に
挿
し
て
祇
候
す
る
。
⑥
式
部
が
親
王
以
下
の
行
立
版
を
置
き
、
中
務
が
宣
命
版
を
尋
常
版
の
北
に
置
く
。
⑦
諸
衛
は
中
儀
を
服
し
、
主
殿
寮
は
御
輿
を
便
所
に
候
し
、
式
部
は
百
官
人
を
南
門
外
に
計
引
す
る
（
参
議
以
上
は
門
内
に
候
す
）。
⑧
皇
帝
、
南
（
御
在
所
正
殿
）
に
御
す
。
⑨
内
侍
臨
み
て
大
臣
を
召
す
。
大
臣
唯
称
し
て
宣
命
文
を
執
る
。
宣
命
に
堪
え
る
参
議
以
上
を
定
め
、
内
侍
を
通
し
て
奉
覧
す
る
。
⑩
大
臣
、
立
ち
て
階
下
に
候
す
。
⑪
皇
太
子
、（
春
宮
）
坊
を
出
て
（
御
在
所
に
）
入
り
、
殿
上
の
座
に
就
く
。
⑫
大
臣
、
升
り
て
座
に
就
く
。
⑬
左
右
近
衛
将
曹
各
一
人
が
近
衛
各
二
人
を
率
い
て
南
門
を
開
く
。
⑭
大
臣
、
舎
人
を
喚
す
。
親
王
以
下
参
入
等
の
儀
、
常
の
如
し
（
親
王
以
下
五
位
以
上
は
門
内
に
列
し
、
六
位
以
下
は
門
外
に
列
す
）。
⑮
立
定
。
大
臣
、
宣
命
大
夫
を
喚
し
、
宣
命
文
を
授
け
る
。（
宣
命
大
夫
は
）
殿
を
下
り
、
蹔
く
便
所
に
立
つ
。
關
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
六
十
九
巻
第
四
号
【T：】Edianserver ／關西大學／文學論集／第69巻第⚔号／
西本昌弘 最終⚓校／通し
三
〇
最終⚓校／通し
⑯
大
臣
、
同
階
を
下
り
、
庭
中
の
列
に
就
く
。
宣
命
大
夫
進
み
て
版
に
就
く
。
皇
太
子
、
座
を
起
ち
て
立
つ
。
⑰
宣
命
大
夫
、
宣
制
し
て
曰
く
、「
明
神
と
大
八
洲
国
知
ら
す
天
皇
が
御
命
ら
ま
と
詔
賜
う
大
命
を
、
親
王
等
王
等
臣
等
百
官
の
人
等
天
下
公
民
、
衆
も
ろ
聞
こ
し
食
さ
え
」
と
宣
る
。
⑱
親
王
以
下
唯
称
し
て
再
拝
す
。
大
臣
以
下
唯
称
し
て
舞
う
。
宣
命
大
夫
、
還
り
て
本
列
に
就
く
。
⑲
次
に
親
王
以
下
退
出
す
。
次
に
中
務
丞
参
入
し
て
版
を
取
り
退
出
す
。
近
衛
、
閉
門
す
。
⑳
今
帝
、
南
階
よ
り
下
り
、
階
を
去
る
こ
と
一
許
丈
、
拝
舞
す
。
㉑
内
侍
、
節
剣
を
持
ち
（
今
帝
に
）
追
従
す
。
㉒
所
司
、
御
輿
を
供
奉
す
。
皇
帝
、
辞
し
て
駕
ら
ず
。
衛
陣
警
蹕
す
。
㉓
少
納
言
一
人
、
大
舎
人
等
を
率
い
て
、
伝
国
璽
櫃
を
持
ち
追
従
す
。
㉔
次
に
少
納
言
一
人
、
大
舎
人
・
闈
司
等
を
率
い
て
、
鈴
印
鑰
等
を
持
ち
、
今
上
御
所
に
進
め
る
。
㉕
次
に
近
衛
少
将
、
近
衛
等
を
率
い
て
、
供
御
雑
器
を
持
ち
、
同
所
に
進
め
る
。
㉖
訖
り
て
今
上
、
春
宮
坊
に
御
す
。
衛
陣
の
警
蹕
・
侍
衛
、
常
の
如
し
。
以
上
に
掲
げ
た
『
儀
式
』
譲
国
儀
の
次
第
を
注
視
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
天
皇
が
予
め
本
宮
か
ら
退
去
し
、
百
官
を
従
え
て
御
在
所
に
遷
移
し
、
御
在
所
の
南
（
正
殿
）
に
お
い
て
譲
位
儀
が
挙
行
さ
れ
る
点
で
あ
る
。『
儀
式
』
が
編
纂
さ
れ
た
平
安
前
期
に
お
い
て
、
基
本
的
に
天
皇
の
本
宮
は
内
裏
内
に
あ
り
、
譲
位
後
の
御
在
所
は
宮
外
に
営
ま
れ
た
か
ら
、
予
め
宮
外
に
退
去
し
た
天
皇
が
、
御
在
所
に
皇
太
子
を
迎
え
て
皇
位
を
移
譲
す
る
規
定
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
皇
太
子
は
春
宮
坊
か
ら
御
在
所
に
移
動
し
、
譲
位
儀
終
了
後
に
、
皇
位
の
レ
ガ
リ
ア
で
あ
る
節
剣
・
伝
国
璽
櫃
と
と
も
に
百
官
を
従
え
て
春
宮
坊
へ
戻
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
先
帝
か
ら
新
帝
へ
の
権
力
移
譲
を
行
う
儀
式
の
場
を
、
宮
外
に
存
在
す
る
『
儀
式
』
譲
国
儀
の
歴
史
的
位
置
（
西
本
）
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一
先
帝
の
御
在
所
に
設
定
し
、
新
帝
は
春
宮
坊
か
ら
儀
場
に
来
て
、
レ
ガ
リ
ア
と
と
も
に
春
宮
坊
へ
帰
る
と
い
う
次
第
で
あ
っ
た
。
上
記
の
二
点
は
、
先
帝
が
居
住
し
、
権
力
行
使
の
場
と
し
た
内
裏
一
郭
を
譲
位
儀
の
舞
台
か
ら
は
ず
し
、
宮
外
の
御
在
所
で
譲
位
儀
を
行
っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
内
裏
一
郭
か
ら
先
帝
の
影
響
力
を
排
除
し
、
新
帝
が
内
裏
の
唯
一
の
主
人
で
あ
る
こ
と
を
明
確
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
先
帝
か
ら
新
帝
へ
の
権
力
の
移
譲
を
め
ぐ
っ
て
紛
糾
し
、
朝
廷
が
二
所
に
分
裂
し
た
平
城
譲
位
、
嵯
峨
践
祚
時
の
様
相
を
再
現
さ
せ
な
い
た
め
の
措
置
と
み
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
譲
位
儀
が
案
出
さ
れ
た
時
代
背
景
を
示
唆
し
て
い
る
。
第
三
に
、
譲
位
儀
の
三
日
前
に
固
関
使
を
発
遣
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
平
安
初
期
ま
で
の
固
関
は
政
変
・
動
乱
や
天
皇
・
太
上
天
皇
の
死
を
契
機
と
し
て
行
わ
れ
た
が
、
弘
仁
十
四
年
（
八
二
三
）
の
嵯
峨
天
皇
の
譲
位
儀
以
降
、
譲
位
を
事
由
に
固
関
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る（⚑
）。
こ
の
こ
と
も
『
儀
式
』
譲
国
儀
が
成
立
し
た
時
期
を
考
え
る
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。
第
四
に
、
儀
式
次
第
を
な
が
め
る
と
、
譲
位
儀
が
行
わ
れ
た
先
帝
御
在
所
に
お
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
先
帝
が
主
役
で
あ
り
、
新
帝
は
一
歩
下
が
っ
た
立
ち
位
置
に
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
親
王
以
下
百
官
が
退
出
し
、
近
衛
が
閉
門
し
た
の
ち
、
新
帝
は
南
階
よ
り
下
り
、
庭
上
で
先
帝
に
対
し
て
拝
舞
し
た
。
拝
舞
は
祝
意
・
謝
意
を
表
す
礼
の
形
式
で
、
天
皇
は
朝
覲
行
幸
、
臣
下
は
叙
位
・
任
官
な
ど
の
際
に
、
こ
の
儀
礼
を
行
っ
た
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。
ま
た
、
新
帝
は
用
意
さ
れ
た
御
輿
に
乗
る
こ
と
を
辞
し
、
歩
行
で
帰
途
に
つ
い
て
お
り
、
御
在
所
内
に
お
い
て
は
天
皇
と
し
て
振
る
舞
う
こ
と
を
避
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
儀
式
書
で
は
譲
位
宣
命
が
出
さ
れ
た
直
後
か
ら
、
皇
太
子
な
ど
を
「
新
帝
」「
今
上
」
な
ど
と
表
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
譲
位
宣
命
に
よ
っ
て
皇
位
は
移
動
し
た
と
解
す
べ
き
で
、
神
器
の
渡
御
よ
り
は
譲
位
宣
命
宣
読
の
方
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
あ
る（⚒
）。
し
か
し
、『
儀
式
』
譲
国
儀
の
場
合
、
そ
う
し
た
理
解
は
適
合
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
譲
位
宣
命
が
宣
読
さ
れ
た
の
ち
も
、
天
皇
と
し
て
振
る
舞
う
の
は
先
帝
で
、
新
帝
は
臣
下
と
し
て
の
礼
を
取
っ
て
い
る
。
新
帝
は
先
帝
御
在
所
を
退
去
し
て
、
節
剣
・
伝
国
璽
櫃
と
と
も
に
春
宮
坊
に
戻
っ
た
時
点
で
、
名
実
と
も
に
天
皇
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
神
器
渡
御
の
重
要
性
を
軽
視
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
い
。
關
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
六
十
九
巻
第
四
号
【T：】Edianserver ／關西大學／文學論集／第69巻第⚔号／
西本昌弘 最終⚓校／通し
三
二
最終⚓校／通し
『
儀
式
』
譲
国
儀
に
定
め
ら
れ
た
譲
位
儀
礼
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
貞
観
期
と
み
る
説
と
弘
仁
期
と
み
る
説
の
二
つ
が
存
在
す
る
。
井
上
光
貞
氏
は
、
こ
の
規
定
は
『
儀
式
』
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
定
ま
り
、
そ
れ
が
は
じ
め
て
実
施
さ
れ
た
の
が
清
和
譲
位
、
陽
成
即
位
の
と
き
で
あ
る
と
す
る（⚓
）。
佐
野
真
人
氏
が
、『
儀
式
』
の
成
立
年
代
に
関
す
る
所
功
氏
説（⚔
）を
根
拠
に
、『
儀
式
』
譲
国
儀
は
幼
主
た
る
陽
成
天
皇
即
位
の
た
め
に
整
備
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
述
べ
る
の
も（⚕
）、
貞
観
期
説
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
土
井
郁
磨
氏
は
儀
式
書
中
の
譲
位
儀
諸
項
目
と
し
て
、
固
関
使
の
発
遣
、
譲
位
宣
命
（
詔
）、
剣
璽
等
渡
御
、
新
帝
上
表
、
新
帝
拝
舞
な
ど
を
あ
げ
、
こ
れ
ら
が
や
や
出
揃
い
は
じ
め
る
の
は
大
同
四
年
の
平
城
譲
位
、
嵯
峨
践
祚
時
か
ら
で
あ
る
が
、、
弘
仁
十
四
年
の
嵯
峨
譲
位
、
淳
和
践
祚
時
に
は
さ
ら
に
固
関
使
発
遣
、
新
帝
上
表
も
行
わ
れ
る
な
ど
、『
儀
式
』
譲
国
儀
の
内
容
と
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
く
る
こ
と
か
ら
、
譲
位
儀
の
本
格
的
な
成
立
は
、
嵯
峨
天
皇
譲
位
・
淳
和
天
皇
受
禅
儀
に
求
め
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
譲
位
儀
こ
そ
の
ち
の
儀
式
書
に
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
く
古
儀
・
先
例
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
た（⚖
）。
内
田
順
子
氏
も
嵯
峨
譲
位
、
淳
和
即
位
時
は
譲
位
儀
式
成
立
の
重
要
な
画
期
で
あ
る
と
す
る
が
、
儀
式
の
確
立
・
制
度
化
は
次
の
淳
和
譲
位
、
仁
明
即
位
時
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
論
じ
て
い
る（⚗
）。
貞
観
期
説
は
『
儀
式
』
の
成
立
年
代
を
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
弘
仁
十
一
年
（
八
二
〇
）
成
立
の
『
弘
仁
式
』
が
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
か
ら
弘
仁
十
年
ま
で
に
制
定
さ
れ
た
式
を
編
纂
し
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に（⚘
）、
式
や
儀
式
の
編
纂
年
代
は
必
ず
し
も
個
々
の
式
文
・
儀
式
文
の
成
立
年
代
を
割
り
出
す
た
め
の
決
め
手
と
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、『
本
朝
法
家
文
書
目
録
』
所
載
の
三
代
儀
式
の
編
纂
に
関
し
て
は
、『
弘
仁
儀
式
』
は
『
弘
仁
式
』
に
対
応
す
る
儀
式
と
し
て
編
纂
が
企
図
さ
れ
た
が
、
結
局
完
成
せ
ず
、『
儀
式
』
と
称
す
る
書
が
貞
観
期
に
作
ら
れ
、
こ
れ
が
延
喜
期
に
補
訂
さ
れ
て
、
現
在
に
伝
え
ら
れ
た
と
す
る
石
塚
一
石
氏
説（⚙
）が
説
得
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
儀
式
』
が
基
本
的
に
貞
観
期
ま
で
の
儀
礼
を
ま
と
め
た
書
で
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
個
々
の
儀
式
に
つ
い
て
は
、
貞
観
期
ま
で
の
実
例
と
対
照
し
な
が
ら
、
や
や
幅
広
い
年
代
で
考
え
て
い
く
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
『
儀
式
』
譲
国
儀
の
歴
史
的
位
置
（
西
本
）
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三
そ
の
意
味
で
は
、
土
井
氏
や
内
田
氏
が
平
安
時
代
の
譲
位
儀
の
実
施
例
を
参
照
し
な
が
ら
、
嵯
峨
譲
位
儀
や
淳
和
譲
位
儀
が
『
儀
式
』
譲
国
儀
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
橋
本
義
彦
氏
も
、『
儀
式
』
譲
国
儀
は
天
皇
が
予
め
本
宮
を
去
り
、
百
官
を
従
え
て
御
在
所
に
遷
る
と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
嵯
峨
天
皇
が
内
裏
か
ら
冷
然
院
に
遷
り
、
淳
和
天
皇
が
淳
和
院
に
遷
御
し
て
譲
位
の
儀
を
行
っ
た
の
に
該
当
す
る
と
述
べ
て
い
る（
10）。
平
城
譲
位
か
ら
陽
成
譲
位
ま
で
の
実
施
例
を
確
認
す
る
と
、
嵯
峨
譲
位
か
ら
陽
成
譲
位
ま
で
は
、
い
ず
れ
も
先
帝
が
内
裏
か
ら
退
去
し
、
内
裏
外
の
御
在
所
に
お
い
て
譲
位
儀
が
行
わ
れ
て
い
る
（
嵯
峨
は
冷
然
院
、
淳
和
は
西
院
〔
淳
和
院
〕、
清
和
は
染
殿
院
、
陽
成
は
二
条
院
に
退
去
し
た
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
平
城
は
大
同
四
年
（
八
〇
九
）
三
月
二
十
四
日
に
宮
殿
修
理
の
た
め
し
ば
ら
く
弁
官
庁
に
移
ら
ん
と
し
た
が
、
役
夫
一
人
が
弁
官
南
門
よ
り
墜
死
し
た
た
め
、
こ
れ
を
中
止
し
て
い
る
。
そ
し
て
四
月
一
日
に
、
去
春
よ
り
寝
膳
不
安
で
あ
る
と
し
て
、
皇
太
弟
神
野
親
王
に
禅
位
し
、
翌
日
東
宮
に
避
御
し
た
。
平
城
は
譲
位
後
に
内
裏
か
ら
東
宮
に
移
っ
て
い
る
が
、
譲
位
前
に
宮
外
の
御
在
所
に
退
去
し
て
お
ら
ず
、
御
在
所
で
譲
位
儀
が
挙
行
さ
れ
た
訳
で
も
な
い
の
で
、
平
城
の
譲
位
儀
は
『
儀
式
』
譲
国
儀
の
譲
位
規
定
と
合
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、『
儀
式
』
譲
国
儀
で
は
、
譲
位
儀
終
了
後
に
新
帝
は
歩
行
に
て
帰
到
し
、
御
輿
に
乗
る
こ
と
を
辞
す
と
あ
る
が
、
清
和
譲
位
儀
で
は
、
皇
太
子
（
陽
成
）
は
九
歳
で
あ
っ
た
た
め
、
鳳
輦
に
御
し
て
東
宮
に
帰
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
『
儀
式
』
の
規
定
と
齟
齬
す
る
。『
儀
式
』
譲
国
儀
が
陽
成
践
祚
の
た
め
に
整
備
さ
れ
た
式
文
で
あ
る
と
す
る
と
、
こ
う
し
た
不
一
致
が
起
こ
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
譲
位
儀
の
た
め
に
予
め
御
在
所
に
退
去
す
る
こ
と
、
固
関
使
を
発
遣
す
る
こ
と
、
皇
太
子
（
皇
太
弟
）
が
東
宮
よ
り
御
在
所
に
入
り
、
東
宮
に
帰
る
こ
と
な
ど
、
嵯
峨
譲
位
時
の
儀
礼
が
『
儀
式
』
譲
国
儀
と
も
っ
と
も
よ
く
符
合
す
る
。
こ
う
し
た
事
実
か
ら
考
え
て
も
、『
儀
式
』
譲
国
儀
は
嵯
峨
譲
位
、
淳
和
践
祚
時
の
儀
礼
を
モ
デ
ル
に
制
定
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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二節
剣
と
伝
国
璽
（
⚑
）
節
剣
で
は
、
新
帝
に
追
従
し
た
節
剣
と
は
ど
の
よ
う
な
神
器
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
と
は
神
器
の
変
遷
を
め
ぐ
る
議
論
に
関
わ
る
。
養
老
神
祇
令
践
祚
条
に
よ
る
と
、
践
祚
の
日
に
は
中
臣
が
天
神
の
寿
詞
を
奏
上
し
、
忌
部
が
神
璽
の
鏡
剣
を
奉
上
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
制
度
は
大
宝
令
や
浄
御
原
令
に
ま
で
遡
る（
11）。
こ
の
よ
う
に
令
制
に
お
い
て
は
、
皇
位
継
承
時
に
相
承
さ
れ
た
神
器
は
鏡
と
剣
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
が
平
安
時
代
初
期
に
変
化
す
る
と
み
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
『
帝
室
制
度
史
』
第
五
巻
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（
12）。
神
器
相
承
の
儀
は
、
初
め
は
鏡
剣
を
上
る
の
例
な
り
し
が
、
平
安
時
代
以
後
、
宝
鏡
は
特
に
之
を
宮
中
の
別
殿
に
奉
安
し
て
動
座
し
奉
ら
ず
、
剣
と
璽
と
を
上
る
の
例
と
な
り
し
こ
と
は
、
日
本
後
紀
大
同
元
年
三
月
十
七
日
の
条
に
、
桓
武
天
皇
正
殿
に
崩
じ
、
皇
太
子
安
殿
親
王
（
平
城
天
皇
）
哀
み
て
起
ち
た
ま
は
ず
、
…
…
神
璽
及
び
宝
剣
の
櫃
を
上
り
し
こ
と
見
え
た
る
に
依
り
、
之
を
知
る
を
得
べ
し
。
こ
れ
を
う
け
て
橋
本
義
彦
氏
は
、
桓
武
崩
御
後
、
皇
太
子
安
殿
親
王
の
も
と
に
「
璽
并
剣
櫃
」
が
移
さ
れ
た
が
、
璽
は
曲
玉
か
印
章
か
は
別
と
し
て
、
こ
こ
に
は
じ
め
て
剣
と
併
称
さ
れ
る
璽
が
姿
を
現
し
た
の
で
あ
り
、
以
後
、
践
祚
に
際
し
て
は
、
神
器
の
う
ち
神
鏡
（
宝
鏡
）
を
除
い
て
、
剣
と
璽
の
相
承
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
説
い
た（
13）。
内
田
順
子
氏
も
、
レ
ガ
リ
ア
の
移
譲
に
つ
い
て
、
平
城
天
皇
譲
位
以
降
レ
ガ
リ
ア
の
中
か
ら
鏡
が
み
え
な
く
な
る
と
い
う（
14）。
た
し
か
に
、
践
祚
儀
に
お
い
て
忌
部
が
鏡
剣
を
奉
上
す
る
こ
と
は
、
桓
武
・
平
城
朝
あ
た
り
か
ら
行
わ
れ
な
く
な
り
、
同
儀
は
大
嘗
祭
『
儀
式
』
譲
国
儀
の
歴
史
的
位
置
（
西
本
）
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三
五
の
方
に
移
さ
れ
た
と
す
る
の
が
、
現
在
で
も
有
力
な
見
方
で
は
あ
る
が
、
一
方
で
、
忌
部
に
よ
る
鏡
剣
奉
上
儀
は
嵯
峨
天
皇
践
祚
時
ま
で
は
実
施
さ
れ
て
お
り
、
嵯
峨
譲
位
時
に
大
嘗
祭
の
方
に
移
さ
れ
た
と
す
る
説
も
あ
り（
15）、
私
は
前
稿
に
お
い
て
、
こ
の
嵯
峨
譲
位
時
移
行
説
を
支
持
し
た（
16）。
鏡
剣
奉
上
儀
が
大
同
四
年
の
嵯
峨
践
祚
時
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
桓
武
崩
御
後
に
安
殿
親
王
の
も
と
に
移
さ
れ
た
「
璽
并
剣
櫃
」
も
鏡
と
剣
の
入
っ
た
櫃
と
み
る
他
は
な
い
。
受
禅
践
祚
時
に
は
鏡
剣
の
授
受
が
行
わ
れ
た
の
に
、
諒
闇
践
祚
時
に
は
鏡
以
外
の
璽
と
剣
が
授
受
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
平
城
践
祚
時
に
剣
璽
渡
御
の
制
度
が
成
立
し
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
が
、
そ
の
剣
璽
と
は
剣
と
鏡
で
あ
っ
た
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
養
老
神
祇
令
践
祚
条
に
は
、
践
祚
の
日
に
中
臣
が
天
神
の
寿
詞
を
奏
上
し
、
忌
部
が
神
璽
の
鏡
剣
を
奉
上
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
神
祇
令
が
「
神
璽
の
鏡
剣
」
と
い
う
場
合
の
「
璽
」
は
シ
ル
シ
の
意
味
で
、
こ
れ
は
鏡
と
剣
を
ま
と
め
て
指
し
示
す
語
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
鏡
と
剣
の
そ
れ
ぞ
れ
を
「
璽
」
と
表
現
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
平
城
践
祚
時
の
「
璽
并
剣
」
は
鏡
と
剣
を
さ
す
と
み
て
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。
平
城
天
皇
以
後
の
践
祚
儀
で
、
神
器
の
こ
と
に
言
及
す
る
記
事
を
、
諒
闇
践
祚
と
受
禅
践
祚
に
分
け
て
一
覧
表
に
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
（
表
⚑
・
表
⚒
）。
践
祚
の
際
に
授
受
さ
れ
る
神
器
は
、「
天
子
神
璽
・
宝
剣
」
と
表
記
さ
れ
る
例
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
の
場
合
も
、
神
璽
が
鏡
を
さ
す
と
み
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
何
よ
り
も
、
陽
成
譲
位
、
光
孝
践
祚
時
に
は
「
天
子
神
璽
宝
鏡
・
剣
等
」
が
新
帝
に
相
承
さ
れ
た
。
こ
れ
は
「
天
子
神
璽
の
宝
鏡
・
剣
等
」
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
譲
位
儀
で
宝
鏡
と
剣
が
新
帝
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
橋
本
義
彦
氏
や
内
田
順
子
氏
は
、
光
孝
の
と
き
に
の
み
鏡
の
動
座
が
み
え
る
の
は
、
陽
成
の
異
常
な
退
位
に
伴
う
特
殊
例
だ
か
ら
と
す
る
が（
17）、「
天
子
神
璽
宝
鏡
・
剣
等
」
は
「
例
に
依
り
て
相
従
う
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
光
孝
践
祚
時
に
相
承
さ
れ
た
神
器
も
通
例
の
も
の
と
み
る
方
が
よ
く
、
陽
成
退
位
の
特
殊
性
を
必
要
以
上
に
強
調
す
る
の
は
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
。
關
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六
最終⚓校／通し
『
帝
室
制
度
史
』
第
五
巻
は
、「
新
帝
先
帝
と
御
在
所
を
異
に
し
た
ま
ふ
と
き
は
賢
所
も
遷
座
す
」
と
頭
注
を
付
し
て
、『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
二
月
四
日
条
の
陽
成
譲
位
記
事
を
掲
げ
て
い
る
（
二
九
一
頁
。
本
文
二
三
九
頁
も
参
照
）。
こ
れ
は
陽
成
譲
位
儀
が
、
陽
成
が
移
っ
た
二
条
院
と
光
孝
が
入
っ
た
東
二
条
宮
の
二
ヵ
所
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
新
帝
と
先
帝
が
御
在
所
を
異
に
し
て
挙
行
さ
れ
た
譲
位
儀
の
場
合
、
異
例
の
賢
所
（
神
鏡
）
動
座
が
行
わ
れ
た
と
み
る
の
で
あ
る
。
『
儀
式
』
譲
国
儀
の
歴
史
的
位
置
（
西
本
）
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三
七
表
⚑
諒
闇
践
祚
時
の
神
器
文
徳
天
皇
仁
明
天
皇
崩
御
の
当
日
、
天
子
神
璽
・
宝
剣
・
符
節
・
鈴
印
等
を
献
る
清
和
天
皇
文
徳
天
皇
崩
御
の
当
日
、
天
子
神
璽
・
宝
剣
・
節
符
・
鈴
印
等
を
皇
太
子
直
曹
に
奉
る
宇
多
天
皇
光
孝
天
皇
崩
御
の
当
日
、
天
子
神
璽
・
宝
剣
・
符
節
・
鈴
印
等
を
皇
太
子
直
曹
に
奉
る
〔
出
典
〕
文
徳
践
祚
は
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
三
月
二
十
一
日
条
、
清
和
践
祚
は
『
日
本
三
代
実
録
』
天
安
二
年
（
八
五
八
）
八
月
二
十
七
日
条
、
宇
多
践
祚
は
『
践
祚
部
類
鈔
』。
表
⚒
受
禅
践
祚
時
の
神
器
陽
成
天
皇
皇
太
子
、
天
子
神
璽
・
宝
剣
を
受
く
光
孝
天
皇
①
神
璽
宝
鏡
等
、
例
に
依
り
て
相
従
う
。
…
天
子
神
璽
宝
鏡
・
剣
等
、
今
皇
帝
の
二
条
宮
に
奉
る
②
天
子
璽
綬
神
鏡
・
宝
剣
等
を
奉
る
醍
醐
天
皇
典
侍
春
澄
洽
子
が
璽
剣
・
笏
服
・
御
物
等
を
清
涼
殿
の
新
帝
に
奉
る
〔
出
典
〕
陽
成
践
祚
は
『
日
本
三
代
実
録
』（
清
和
紀
）
貞
観
十
八
年
（
八
七
六
）
十
一
月
二
九
日
条
、
光
孝
践
祚
①
は
同
（
陽
成
紀
）
元
慶
八
年
（
八
八
四
）
二
月
四
日
条
、
②
は
同
（
光
孝
紀
）
同
日
条
、
醍
醐
践
祚
は
『
践
祚
部
類
鈔
』。
し
か
し
、
陽
成
譲
位
儀
は
光
孝
が
立
太
子
す
る
こ
と
な
く
執
行
さ
れ
た
た
め
、
先
帝
と
新
帝
が
同
一
の
御
在
所
に
顔
を
揃
え
て
行
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
東
二
条
宮
は
二
条
院
か
ら
東
に
数
百
歩
と
い
う
至
近
距
離
に
あ
っ
た（
18）。
二
条
院
と
東
二
条
宮
は
ほ
ぼ
同
所
で
あ
る
と
み
て
よ
く
、
先
帝
と
新
帝
が
御
在
所
を
異
に
し
て
譲
位
儀
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
強
調
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
陽
成
譲
位
儀
も
先
帝
が
宮
外
の
御
在
所
に
退
去
し
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
所
で
新
帝
が
神
器
を
相
承
す
る
、『
儀
式
』
譲
国
儀
に
準
じ
た
次
第
で
挙
行
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る（
19）。
私
は
前
稿
に
お
い
て
、
神
祇
令
践
祚
条
に
規
定
さ
れ
る
中
臣
が
天
神
の
寿
詞
を
奏
上
し
、
忌
部
が
神
璽
の
鏡
剣
を
奉
上
す
る
践
祚
儀
は
、
平
城
譲
位
、
嵯
峨
践
祚
時
ま
で
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
嵯
峨
譲
位
、
淳
和
践
祚
時
に
践
祚
儀
か
ら
除
か
れ
て
、
大
嘗
祭
辰
日
節
会
の
方
に
移
さ
れ
た
と
結
論
づ
け
た
。
そ
の
よ
う
に
考
え
て
大
過
な
い
と
す
る
と
、
剣
璽
渡
御
儀
が
成
立
し
た
平
城
践
祚
時
以
降
に
も
、
令
制
に
よ
る
神
璽
の
鏡
剣
奉
上
儀
は
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
嵯
峨
践
祚
時
ま
で
継
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
ま
た
、
嵯
峨
譲
位
時
に
『
儀
式
』
譲
国
儀
の
よ
う
な
譲
位
儀
礼
が
定
め
ら
れ
た
際
に
、
レ
ガ
リ
ア
の
中
核
を
変
更
す
る
必
要
性
は
と
く
に
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
新
帝
に
伝
え
ら
れ
る
「
節
剣
」
と
は
、「
節
」
を
「
璽
」
と
同
じ
く
シ
ル
シ
の
意
に
解
し
て
、
鏡
と
剣
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
（
⚒
）
伝
国
璽
『
儀
式
』
譲
国
儀
で
は
、
譲
位
儀
終
了
後
に
、
内
侍
が
節
剣
を
持
っ
て
今
帝
に
追
従
し
た
の
ち
、
少
納
言
一
人
が
大
舎
人
等
を
率
い
て
、
伝
国
璽
櫃
を
持
っ
て
追
従
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
節
剣
と
と
も
に
新
帝
に
従
っ
た
伝
国
璽
と
は
何
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
史
料
が
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。
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①
『
小
右
記
』
長
和
五
年
（
一
〇
一
六
）
正
月
二
十
二
日
条
譲
位
式
、
従
二大
納
言
許
一被
二見
送
一也
。
先
レ是
六
固〔箇
〕度
被
レ送
。
聊
有
二一
両
疑
一。
改
直
亦
被
レ送
也
。
伝
国
璽
不
レ知
二何
者
一。
仍
尋
二其
事
一、
天
長
十
年
記
見
二大
刀
啓〔契
〕一。
仍
件
就〔記
カ
〕昨
日
送
レ之
。
即
載
二或〔式
〕文
一了
。
②
『
小
右
記
』
長
和
五
年
正
月
二
十
九
日
条
今
日
有
二譲
国
事
一。
其
儀
見
二新
式
一。
…
…
相
待
宝
剣
・
神
璽
次
第
行
列
、
前
後
陣
及
伝
国
璽
・
鈴
印
・
漏
剋
等
、
如
二指
図
一。
…
…
少
納
言
率
二左
右
近
衛
将
監
各
一
人
及
大
舎
人
等
一、
令
レ持
二大
刀
契
櫃
一。
…
…
内
侍
二
人
進
出
受
二取
宝
剣
・
璽
筥
等
一、
左
右
将
監
相
二副
伝
国
大
刀
啓〔契
〕櫃
一、
付
二掃
部
女
官
一。
々
々
舁
レ之
、
納
二南
池
南
舎
一、
号
二書
殿
一。
①
②
と
も
三
条
天
皇
譲
位
、
後
一
条
天
皇
践
祚
に
関
わ
る
記
事
で
あ
る
が
、
①
に
よ
る
と
、
譲
位
式
に
み
え
る
「
伝
国
璽
」
が
何
物
で
あ
る
の
か
不
明
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
天
長
十
年
記
」
に
「
大
刀
啓
（
契
）」
と
み
え
る
こ
と
か
ら
、
伝
国
璽
に
つ
い
て
は
大
刀
契
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
式
文
に
載
せ
る
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
②
は
譲
位
式
当
日
の
記
事
で
、
新
た
な
譲
位
式
文
を
転
載
し
た
と
思
わ
れ
る
記
文
に
は
、「
伝
国
璽
」
の
こ
と
が
「
大
刀
契
櫃
」
と
も
「
伝
国
大
刀
啓
（
契
）
櫃
」
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
『
小
右
記
』
の
記
載
か
ら
、
譲
位
式
に
み
え
る
伝
国
璽
と
は
大
刀
契
の
こ
と
を
さ
し
、
そ
の
こ
と
は
天
長
十
年
の
淳
和
天
皇
譲
位
儀
の
記
録
に
も
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
伝
国
璽
と
は
秦
か
ら
漢
・
後
漢
に
伝
え
ら
れ
た
方
囲
四
寸
（
一
辺
一
寸
）
の
白
玉
の
印
を
さ
し
、
そ
の
印
文
は
「
受
命
于
天
、
既
寿
永
昌
」
で
あ
っ
た
。『
後
漢
書
』
礼
儀
志
に
は
、
大
尉
升
レ自
二阼
階
一、
当
二柩
御
座
一、
北
面
稽
首
、
読
レ策
。
畢
、
以
二伝
国
璽
綬
一、
東
面
授
二皇
太
子
一、
即
二皇
帝
位
一。
と
あ
り
、
後
漢
で
は
先
帝
の
柩
前
で
大
尉
が
策
を
読
み
、
伝
国
璽
綬
を
皇
太
子
に
授
け
る
こ
と
で
、
皇
帝
の
即
位
が
実
現
し
た
と
い
う
。
栗
原
朋
信
氏
は
、
伝
国
璽
が
秦
か
ら
漢
の
諸
帝
に
伝
え
ら
れ
、
王
莽
か
ら
後
漢
に
伝
え
ら
れ
た
と
い
う
伝
承
を
疑
問
視
し
、
伝
国
璽
は
後
『
儀
式
』
譲
国
儀
の
歴
史
的
位
置
（
西
本
）
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九
漢
の
光
武
帝
こ
ろ
か
ら
実
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る（
20）。
一
方
、
好
並
隆
司
氏
は
、
伝
国
璽
と
い
う
名
称
は
後
漢
代
に
は
じ
ま
る
が
、
帝
位
相
承
に
必
要
な
玉
璽
は
秦
代
か
ら
存
在
し
、
殿
中
で
は
皇
帝
が
こ
の
璽
を
帯
び
て
い
た
と
い
う
。
晋
代
以
降
は
類
似
す
る
印
璽
が
製
作
さ
れ
て
、
真
の
伝
国
璽
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
く
な
っ
た
と
い
う（
21）。
ま
た
、
隋
は
伝
国
璽
を
受
命
璽
と
改
称
し
（『
隋
書
』
髙
祖
紀
、
開
皇
二
年
五
月
甲
子
条
）、
唐
は
天
宝
年
中
（
七
四
二
～
七
五
六
）
に
璽
を
宝
と
改
め
、
さ
ら
に
伝
国
宝
を
承
天
大
宝
と
改
め
た
（『
唐
書
』
車
服
志
）
（
22）。
唐
で
は
皇
帝
佩
璽
は
行
わ
れ
ず
、
殿
内
に
安
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（
23）。
こ
の
よ
う
に
伝
国
璽
は
秦
漢
代
に
起
源
す
る
玉
印
で
、
皇
帝
位
に
関
わ
る
レ
ガ
リ
ア
で
あ
っ
た
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
平
安
時
代
以
降
、
日
本
で
は
大
刀
契
を
伝
国
璽
と
み
な
す
よ
う
に
な
っ
た
。
節
剣
（
鏡
剣
）
に
次
ぐ
レ
ガ
リ
ア
と
し
て
大
刀
契
を
位
置
づ
け
る
際
に
、
そ
の
名
称
と
し
て
後
漢
代
に
遡
る
中
国
の
レ
ガ
リ
ア
の
名
称
を
借
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
刀
契
と
は
大
刀
と
契
の
二
種
を
さ
す
総
称
で
、
刀
剣
類
と
魚
符
と
か
ら
構
成
さ
れ
、
皇
位
継
承
儀
で
用
い
ら
れ
る
レ
ガ
リ
ア
の
一
つ
と
さ
れ
て
き
た
。
少
な
く
と
も
一
〇
世
紀
前
半
以
降
、
こ
の
大
刀
契
は
神
鏡
と
と
も
に
内
裏
の
温
明
殿
に
安
置
さ
れ
て
い
た
。『
本
朝
世
紀
』
天
慶
元
年
（
九
三
八
）
七
月
十
三
日
条
に
よ
る
と
、
こ
の
年
は
春
初
よ
り
災
異
が
頻
発
し
、
四
月
以
降
、
地
震
や
洪
水
が
起
こ
っ
た
の
で
、
卜
筮
の
結
果
、
主
上
慎
み
の
た
め
、
居
所
を
常
寧
殿
か
ら
綾
綺
殿
へ
移
す
こ
と
と
な
り
、
綾
綺
殿
と
こ
れ
に
隣
接
す
る
温
明
殿
を
修
理
す
る
た
め
、
温
明
殿
に
収
納
さ
れ
て
い
た
内
侍
所
（
神
鏡
）
を
後
涼
殿
へ
遷
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
と
き
左
右
近
衛
将
監
が
近
衛
を
率
い
、
掌
侍
・
内
史
が
従
う
な
か
、
斎
辛
櫃
二
合
と
細
櫃
等
五
合
を
後
涼
殿
に
移
し
た
が
、
斎
辛
櫃
二
合
に
は
伊
勢
大
神
の
分
身
が
あ
り
、
細
櫃
五
合
の
な
か
に
大
刀
契
櫃
が
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
天
徳
四
年
（
九
六
〇
）
に
は
じ
ま
る
平
安
宮
内
裏
の
焼
亡
記
事
中
に
、
大
刀
契
は
温
明
殿
に
お
い
て
宝
鏡
と
と
も
に
焼
損
し
た
こ
と
が
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。『
村
上
天
皇
御
記
』
天
徳
四
年
九
月
二
十
四
日
・
二
十
五
日
条
（『
小
右
記
』
寛
弘
二
年
十
一
月
一
七
日
条
所
引
）
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に
は
、
焼
跡
の
な
か
か
ら
太
刀
四
柄
、
雑
剣
四
〇
柄
（
こ
の
な
か
に
節
刀
が
含
ま
れ
る
）、
金
銀
銅
製
の
魚
符
契
計
七
四
枚
（
発
兵
・
解
兵
符
其
国
、
其
官
な
ど
の
銘
文
が
あ
っ
た
）
が
み
つ
か
っ
た
と
あ
る
。
ま
た
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
九
条
本
『
諸
道
勘
文
神
鏡
』
第
一
巻
や
第
二
巻（
24）が
引
く
推
定
「
外
記
日
記
」
天
徳
四
年
十
月
三
日
条
逸
文
に
よ
る
と
、
大
刀
四
八
柄
が
清
涼
殿
よ
り
、
大
刀
四
四
柄
（
こ
の
な
か
に
節
刀
が
含
ま
れ
る
）
が
温
明
殿
よ
り
求
め
出
さ
れ
た
が
、
契
七
四
枚
の
う
ち
、
八
枚
は
金
製
、
一
四
枚
は
銀
製
、
五
二
枚
は
銀
塗
物
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
長
さ
二
尺
余
の
魚
形
で
、
背
中
か
ら
二
つ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
銘
文
が
あ
っ
た
と
い
う（
25）。
『
中
右
記
』
嘉
保
元
年
（
一
〇
九
四
）
十
月
二
十
六
日
条
が
引
く
長
徳
三
年
（
九
九
七
）
五
月
二
十
日
蔵
人
信
経
私
記
に
よ
る
と
、
天
徳
内
裏
焼
亡
時
に
焼
損
し
た
御
剣
卅〔卌
カ
〕四
柄
の
な
か
に
霊
（
霊
剣
カ
）
と
名
付
け
る
二
腰
が
あ
り
、
う
ち
一
腰
は
破
敵
、
一
腰
は
守
護
で
あ
っ
た
。
破
敵
は
大
将
軍
を
遣
わ
す
と
き
に
給
う
節
刀
、
守
護
は
御
所
に
置
い
て
お
く
も
の
で
、
い
ず
れ
も
百
済
国
が
献
じ
た
も
の
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
以
上
を
要
す
る
に
、
温
明
殿
に
は
斎
辛
櫃
二
合
と
細
筆
等
五
合
が
安
置
さ
れ
て
い
た
が
、
前
者
に
は
神
鏡
が
収
め
ら
れ
、
後
者
に
は
大
刀
契
櫃
が
含
ま
れ
て
い
た
。
大
刀
契
櫃
に
は
節
刀
を
含
む
太
刀
・
雑
剣
な
ど
四
四
柄
、「
発
兵
符
其
国
」「
解
兵
符
其
国
」
な
ど
と
書
か
れ
た
魚
符
七
四
枚
が
収
納
さ
れ
て
い
た
。
魚
符
は
銘
文
か
ら
み
て
固
関
・
開
関
の
際
に
使
用
さ
れ
た
関
契
と
み
ら
れ
る
。
節
刀
や
関
契
は
天
皇
大
権
に
関
わ
る
宝
器
に
準
じ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
一
〇
世
紀
前
半
に
は
、
神
鏡
に
次
ぐ
国
家
の
宝
器
と
し
て
大
刀
契
が
温
明
殿
に
収
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、『
儀
式
』
譲
国
儀
に
は
、
譲
位
儀
に
お
い
て
節
剣
（
鏡
剣
）
と
と
も
に
伝
国
璽
（
大
刀
契
）
が
新
帝
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
『
儀
式
』
譲
国
儀
の
儀
礼
が
嵯
峨
譲
位
時
の
弘
仁
十
四
年
ま
で
遡
る
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
嵯
峨
譲
位
以
降
の
皇
位
継
承
記
事
か
ら
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
掲
し
た
表
⚑
を
み
る
と
、
諒
闇
践
祚
の
場
合
、
仁
明
崩
御
の
当
日
、
文
徳
の
も
と
に
「
天
子
神
璽
・
宝
剣
・
符
節
・
鈴
印
等
」
が
献
上
さ
れ
、
文
徳
崩
御
の
当
日
、「
天
子
神
璽
・
宝
剣
・
節
符
・
鈴
印
等
」
が
清
和
の
も
と
に
奉
上
さ
れ
、
光
孝
崩
御
の
当
日
、
宇
多
の
も
と
に
「
天
子
神
璽
・
宝
剣
・
符
節
・
鈴
印
等
」
が
奉
上
さ
れ
て
い
『
儀
式
』
譲
国
儀
の
歴
史
的
位
置
（
西
本
）
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る
。
こ
こ
に
み
え
る
「
符
節
」「
節
符
」
は
魚
符
と
節
刀
を
さ
し
、
大
刀
契
の
こ
と
を
意
味
す
る
。『
儀
式
』
譲
国
儀
は
受
禅
践
祚
の
際
に
節
剣
や
伝
国
璽
（
大
刀
契
）
を
授
受
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
自
動
的
に
諒
闇
践
祚
時
に
も
適
用
さ
れ
、
先
帝
崩
御
後
の
剣
璽
渡
御
の
際
に
、
天
子
神
璽
・
宝
剣
と
と
も
に
符
節
（
大
刀
契
）
が
相
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
大
刀
契
が
皇
位
継
承
時
の
レ
ガ
リ
ア
に
加
え
ら
れ
た
の
は
嵯
峨
譲
位
時
の
こ
と
で
、
こ
れ
以
降
、
受
禅
践
祚
の
場
合
に
も
、
諒
闇
践
祚
の
場
合
に
も
、
節
剣
（
鏡
剣
）
と
と
も
に
大
刀
契
が
皇
位
を
示
す
レ
ガ
リ
ア
と
し
て
授
受
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
嵯
峨
譲
位
以
前
に
は
大
刀
契
が
レ
ガ
リ
ア
と
し
て
授
受
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
皇
位
の
レ
ガ
リ
ア
と
し
て
の
大
刀
契
の
起
源
を
嵯
峨
朝
以
前
に
遡
ら
せ
る
議
論
も
あ
る
が（
26）、
そ
う
し
た
見
方
は
再
検
討
の
必
要
が
あ
る
。
嵯
峨
譲
位
時
に
大
刀
契
が
レ
ガ
リ
ア
と
し
て
加
え
ら
れ
た
の
は
、
儀
礼
の
唐
風
化
と
関
わ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
大
唐
六
典
』
巻
八
、
符
宝
郎
に
よ
る
と
、
唐
で
は
門
下
省
管
下
の
符
宝
郎
が
天
子
之
八
宝
（
神
宝
・
授〔受
〕命
宝
な
ど
）
と
国
之
符
節
（
銅
魚
符
・
伝
符
な
ど
）
を
管
掌
し
た
。
大
朝
会
に
は
宝
を
捧
げ
て
御
座
に
進
め
、
車
駕
行
幸
に
は
宝
を
奉
じ
て
黄
鉞
（
天
子
に
従
う
黄
金
の
鉞
）
に
従
う
と
あ
り
、
ま
た
今
は
元
正
朝
会
に
は
神
宝
と
受
命
宝
を
進
め
、
行
幸
に
は
八
宝
を
合
わ
せ
て
五
轝
と
な
し
、
函
籙
封
盛
し
て
従
う
と
も
あ
る
。
ま
た
、
国
に
大
事
あ
ら
ば
符
節
を
出
納
す
る
と
も
あ
る
。
唐
で
は
元
正
朝
会
や
行
幸
に
は
二
宝
も
し
く
は
八
宝
が
従
駕
し
、
国
家
大
事
に
は
符
節
を
出
納
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
令
制
下
の
日
本
の
践
祚
儀
で
は
、
お
そ
ら
く
内
裏
正
殿
で
鏡
剣
が
授
受
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
レ
ガ
リ
ア
は
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
平
安
時
代
に
な
っ
て
か
ら
儀
礼
唐
風
化
の
な
か
で
、
伝
国
璽
（
大
刀
契
）
が
レ
ガ
リ
ア
に
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
嵯
峨
譲
位
時
に
は
天
皇
が
本
宮
を
去
り
、
御
在
所
に
行
幸
し
て
譲
位
儀
を
行
う
制
度
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
た
め
、
唐
の
元
正
朝
会
や
行
幸
時
に
八
宝
ま
た
は
二
宝
が
従
駕
し
、
国
家
大
事
に
符
節
を
出
納
す
る
制
度
を
参
照
し
て
、
節
剣
（
鏡
剣
）
以
外
に
大
刀
契
（
伝
国
璽
）
を
レ
ガ
リ
ア
に
加
え
、
複
数
の
レ
ガ
リ
ア
が
天
皇
に
従
駕
し
、
こ
れ
が
新
帝
に
授
与
さ
れ
る
唐
風
の
儀
礼
を
創
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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三宇
多
天
皇
以
降
の
譲
位
儀
『
儀
式
』
譲
国
儀
の
規
定
は
陽
成
譲
位
時
ま
で
は
お
お
む
ね
遵
守
さ
れ
、
先
帝
が
予
め
退
去
し
た
宮
外
の
御
在
所
に
お
い
て
譲
位
儀
が
実
施
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
宇
多
天
皇
の
譲
位
儀
以
降
、
そ
う
し
た
原
則
は
守
ら
れ
な
く
な
り
、
譲
位
儀
は
内
裏
内
で
挙
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
宇
多
・
醍
醐
・
朱
雀
・
冷
泉
四
代
の
譲
位
儀
に
つ
い
て
は
、
断
片
的
な
史
料
し
か
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
全
体
像
を
復
原
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
以
下
、
各
史
料
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
そ
の
概
略
を
ま
と
め
て
み
た
い
。
⑴
宇
多
譲
位
、
醍
醐
践
祚
敦
仁
親
王
（
醍
醐
）
は
元
慶
九
年
（
八
八
五
）
正
月
に
誕
生
し
、
寛
平
五
年
（
八
九
三
）
四
月
二
日
に
九
歳
で
立
太
子
し
た
。
同
年
四
月
二
十
六
日
に
東
宮
に
入
る
。
同
九
年
七
月
三
日
、
一
三
歳
で
元
服
し
、
そ
の
日
に
宇
多
天
皇
の
譲
り
を
受
け
て
践
祚
し
た
。『
日
本
紀
略
』『
扶
桑
略
記
』
裏
書
、『
践
祚
部
類
抄
』
な
ど
を
参
照
す
る
と
、
皇
太
子
は
東
宮
か
ら
内
裏
に
入
り
、
午
二
刻
、
清
涼
殿
に
お
い
て
宇
多
天
皇
出
御
の
も
と
加
元
服
儀
が
行
わ
れ
、
皇
太
子
は
い
っ
た
ん
清
涼
殿
（
の
休
所
か
）
に
還
っ
た
。
午
三
刻
、
宇
多
天
皇
が
紫
宸
殿
に
出
御
し
て
、
皇
太
子
へ
の
譲
位
儀
が
挙
行
さ
れ
、
譲
位
宣
命
が
宣
読
さ
れ
た
。
譲
位
儀
の
の
ち
、
醍
醐
は
未
刻
に
清
涼
殿
に
還
り
、
宇
多
は
申
刻
に
弘
徽
殿
に
還
っ
た
。
璽
剣
・
笏
服
・
御
物
な
ど
は
典
侍
春
澄
洽
子
に
よ
っ
て
清
涼
殿
の
新
帝
の
も
と
に
運
ば
れ
た
。
宇
多
の
譲
位
に
あ
た
っ
て
、
天
皇
は
内
裏
外
の
御
在
所
に
退
去
せ
ず
、
内
裏
内
の
紫
宸
殿
に
お
い
て
譲
位
儀
が
行
わ
れ
た
。
在
位
中
の
宇
多
は
清
涼
殿
を
常
居
と
し
た
の
で（
27）、
譲
位
儀
に
際
し
て
、
宇
多
は
常
居
か
ら
退
去
し
て
弘
徽
殿
に
移
り
、
譲
位
儀
終
了
後
に
弘
徽
殿
に
還
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
宇
多
は
そ
の
後
、
八
月
九
日
に
東
三
条
院
に
遷
り
、
翌
年
二
月
十
七
日
に
は
朱
雀
院
に
移
っ
た
。
宇
多
譲
位
儀
は
六
〇
余
年
ぶ
り
に
内
裏
内
で
譲
位
儀
礼
が
挙
行
さ
れ
る
例
と
な
っ
た
が
、
譲
位
時
に
先
帝
が
本
宮
を
去
り
、
宮
外
の
御
在
所
に
移
る
と
い
う
規
定
は
、
内
裏
内
の
清
涼
殿
か
ら
弘
徽
殿
に
退
去
し
、
約
一
ヵ
月
後
に
宮
外
に
遷
移
す
る
と
い
う
よ
う
な
、
一
部
に
変
更
を
加
え
た
形
『
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三
で
踏
襲
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
⑵
醍
醐
譲
位
、
朱
雀
践
祚
寛
明
親
王
（
朱
雀
）
は
延
長
元
年
（
九
二
三
）
七
月
に
誕
生
し
、
同
三
年
十
月
二
十
一
日
に
三
歳
で
立
太
子
し
た
。
翌
年
以
降
、
母
后
と
と
も
に
飛
香
舎
よ
り
桂
芳
坊
、
弘
徽
殿
な
ど
に
移
っ
て
い
る
。
醍
醐
天
皇
は
清
涼
殿
を
常
居
と
し
て
い
た
が
、
延
長
八
年
（
九
三
〇
）
六
月
二
十
六
日
に
雷
震
が
あ
っ
た
た
め
、
七
月
二
日
に
常
寧
殿
に
移
り
、
八
月
二
十
二
日
、
危
篤
に
陥
っ
た
た
め
、
に
わ
か
に
皇
太
子
に
譲
位
し
た
。『
日
本
紀
略
』『
扶
桑
略
記
』
裏
書
、『
西
宮
記
』
所
引
「
吏
部
記
」『
践
祚
部
類
抄
』
な
ど
に
よ
る
と
、
譲
位
儀
の
当
日
、
醍
醐
は
方
忌
の
た
め
麗
景
殿
に
移
っ
た
。
八
歳
の
皇
太
子
は
弘
徽
殿
を
東
宮
御
所
と
し
て
い
た
が
、
当
日
に
母
后
と
と
も
に
宣
燿
殿
に
遷
っ
た
。
麗
景
殿
に
い
た
醍
醐
は
、
蔵
人
二
人
に
剣
璽
筥
を
執
ら
せ
て
内
侍
に
授
け
、
重
明
親
王
に
命
じ
て
「
早
く
宣
燿
殿
に
参
り
て
奉
れ
」
と
の
詔
を
述
べ
さ
せ
る
と
、
内
侍
二
人
が
剣
璽
筥
を
皇
太
子
の
い
る
宣
燿
殿
に
運
ん
だ
。
こ
の
あ
と
新
帝
は
宣
燿
殿
が
狭
小
と
の
理
由
で
、
弘
徽
殿
に
遷
っ
た
。
醍
醐
は
七
日
後
の
八
月
二
十
九
日
に
崩
じ
て
い
る
。
以
上
の
史
料
か
ら
み
る
と
、
醍
醐
の
譲
位
儀
は
麗
景
殿
か
ら
宣
燿
殿
へ
の
剣
璽
移
動
の
み
で
終
わ
っ
た
よ
う
に
み
え
る
が
、『
北
山
抄
』
巻
五
、
譲
位
事
に
ま
と
め
ら
れ
た
南
殿
儀
に
は
、「
延
長
八
年
」
の
例
が
注
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
醍
醐
の
譲
位
儀
は
南
殿
で
行
わ
れ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
醍
醐
の
譲
位
儀
で
も
、
先
帝
は
宮
外
の
御
在
所
に
退
去
せ
ず
、
譲
位
儀
は
内
裏
内
の
南
殿
・
麗
景
殿
・
宣
燿
殿
な
ど
で
行
わ
れ
た
。
醍
醐
が
危
篤
に
陥
っ
た
こ
と
、
朱
雀
が
八
歳
の
幼
帝
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
先
帝
は
も
ち
ろ
ん
、
新
帝
も
南
殿
に
姿
を
現
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
南
殿
で
譲
位
宣
命
を
読
む
儀
な
ど
が
行
わ
れ
る
一
方
、
麗
景
殿
に
い
る
醍
醐
の
も
と
か
ら
宣
燿
殿
に
い
る
朱
雀
の
も
と
に
剣
璽
筥
を
運
ぶ
と
い
う
変
則
的
な
儀
礼
が
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
も
、
先
帝
が
常
居
か
ら
別
所
に
移
っ
た
上
で
譲
位
儀
が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
本
宮
を
退
去
す
る
と
い
う
形
式
を
踏
襲
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
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⑶
朱
雀
譲
位
、
村
上
践
祚
成
明
親
王
（
村
上
）
は
延
長
四
年
（
九
二
六
）
六
月
、
桂
芳
坊
で
誕
生
し
、
天
慶
七
年
（
九
四
四
）
四
月
二
十
二
日
に
皇
太
弟
と
な
っ
た
の
ち
、
同
九
年
四
月
二
十
日
、
朱
雀
天
皇
の
譲
り
を
受
け
て
二
一
歳
で
践
祚
し
た
。
朱
雀
の
常
居
は
綾
綺
殿
で
あ
っ
た
が
、
譲
位
儀
に
あ
た
っ
て
弘
徽
殿
に
移
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
譲
位
儀
は
南
殿
で
行
わ
れ
た
よ
う
で
（『
践
祚
部
類
鈔
』）、
譲
位
宣
命
と
尊
号
詔
書
が
出
さ
れ
（『
貞
信
公
記
』『
日
本
紀
略
』）、
典
侍
・
掌
侍
各
一
人
が
新
帝
に
剣
璽
を
奉
っ
た
（『
践
祚
部
類
鈔
』）。
成
明
親
王
の
東
宮
御
所
は
承
香
殿
に
あ
っ
た
よ
う
で
、
こ
こ
か
ら
南
殿
の
儀
に
の
ぞ
み
、
承
香
殿
に
帰
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
先
帝
は
南
殿
の
儀
終
了
後
、
弘
徽
殿
に
帰
り
、
七
月
十
日
に
皇
太
后
藤
原
穏
子
と
と
も
に
朱
雀
院
に
移
っ
た
（『
御
産
部
類
記
』
所
引
「
九
条
殿
記
」
天
暦
四
年
六
月
二
十
六
日
条
、『
貞
信
公
記
』『
日
本
記
略
』）。
⑷
冷
泉
譲
位
、
円
融
践
祚
守
平
親
王
（
円
融
）
は
天
徳
三
年
（
九
五
九
）
三
月
に
誕
生
し
、
康
保
四
年
（
九
六
七
）
九
月
一
日
に
冷
泉
天
皇
の
皇
太
弟
と
な
っ
た
。
安
和
二
年
（
九
六
九
）
三
月
十
一
日
に
昭
陽
舎
よ
り
凝
華
舎
に
移
り
、
同
年
八
月
十
三
日
に
冷
泉
の
譲
り
を
受
け
て
十
一
歳
で
践
祚
し
た
。
『
日
本
紀
略
』『
践
祚
部
類
抄
』『
代
始
和
抄
』
な
ど
に
よ
る
と
、
譲
位
儀
は
襲
芳
舎
で
行
わ
れ
、
新
帝
は
内
侍
が
運
ぶ
剣
璽
と
と
も
に
凝
華
舎
に
帰
り
、
先
帝
は
弘
徽
殿
に
遷
っ
た
。
父
か
ら
子
へ
の
譲
位
で
は
な
い
た
め
、
新
帝
の
辞
譲
上
表
儀
は
行
わ
れ
た
。
先
帝
は
八
月
十
六
日
に
冷
泉
院
に
移
っ
て
い
る
。
冷
泉
か
ら
円
融
へ
の
譲
位
儀
も
、
前
代
と
同
じ
く
内
裏
内
で
行
わ
れ
た
が
、
も
は
や
南
殿
は
儀
場
と
し
て
も
使
用
さ
れ
ず
、
譲
位
儀
は
後
宮
の
あ
る
襲
芳
舎
で
行
わ
れ
た
。
儀
式
終
了
後
に
新
帝
は
凝
華
舎
へ
帰
り
、
先
帝
は
弘
徽
殿
に
移
っ
た
。
宇
多
・
朱
雀
・
冷
泉
三
代
の
譲
位
儀
に
お
い
て
、
先
帝
は
い
ず
れ
も
弘
徽
殿
に
遷
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
が
先
帝
が
常
居
か
ら
一
時
的
に
退
去
す
る
殿
舎
と
定
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
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五
以
上
、
宇
多
・
醍
醐
・
朱
雀
・
冷
泉
の
譲
位
儀
に
つ
い
て
検
討
し
た
が
、
宇
多
以
降
は
先
帝
が
内
裏
外
の
御
在
所
に
退
去
す
る
こ
と
な
く
、
内
裏
内
で
譲
位
儀
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
宇
多
・
醍
醐
・
朱
雀
の
譲
位
儀
は
紫
宸
殿
で
挙
行
さ
れ
た
が
、
天
皇
の
危
篤
や
幼
帝
践
祚
の
た
め
に
、
先
帝
・
新
帝
と
も
南
殿
に
出
御
せ
ず
、
後
宮
地
域
の
殿
舎
で
剣
璽
相
承
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
趨
勢
の
な
か
、
冷
泉
の
譲
位
儀
は
南
殿
で
は
な
く
、
襲
芳
舎
で
挙
行
さ
れ
た
。
そ
の
場
合
で
も
、
先
帝
は
常
居
か
ら
い
っ
た
ん
別
所
（
弘
徽
殿
）
に
移
っ
て
譲
位
儀
を
行
い
、
一
定
の
期
間
を
経
て
、
宮
外
の
御
在
所
へ
移
っ
て
い
る
こ
と
は
、『
儀
式
』
譲
国
儀
の
本
宮
退
去
規
定
を
意
識
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
天
徳
四
年
（
九
六
〇
）
の
内
裏
焼
失
と
そ
れ
以
降
の
度
重
な
る
内
裏
焼
亡
は
、
里
内
裏
の
盛
行
を
も
た
ら
し
、
在
位
時
の
皇
居
（
里
内
裏
）
が
譲
位
後
の
上
皇
御
所
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
が
増
え（
28）、
譲
位
儀
も
そ
の
里
内
裏
で
挙
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
円
融
譲
位
、
花
山
践
祚
儀
は
円
融
の
里
内
裏
た
る
堀
川
院
で
行
わ
れ
、
終
了
後
に
新
帝
は
新
造
内
裏
に
入
っ
た
（『
日
本
紀
略
』
永
観
二
年
八
月
二
十
七
日
条
）、
三
条
譲
位
、
後
一
条
践
祚
儀
は
三
条
の
里
内
裏
た
る
枇
杷
殿
で
行
わ
れ
、
新
帝
は
剣
璽
と
と
も
に
新
帝
御
在
所
た
る
皇
太
后
の
上
東
門
院
に
移
っ
た
（『
日
本
紀
略
』
長
和
五
年
正
月
二
十
九
日
条
、『
十
三
代
要
略
』『
歴
代
皇
紀
』）。
里
内
裏
で
行
わ
れ
る
譲
位
儀
は
、
平
安
宮
外
で
行
わ
れ
る
儀
礼
で
あ
る
と
い
う
点
で
、『
儀
式
』
譲
位
儀
の
規
定
に
合
致
す
る
が
、
先
帝
は
常
居
を
退
去
せ
ず
、
常
居
で
譲
位
儀
を
行
う
と
い
う
点
で
、『
儀
式
』
譲
位
儀
と
は
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
内
裏
の
度
重
な
る
焼
亡
に
よ
り
、
先
帝
も
新
帝
も
宮
外
の
廷
臣
第
を
改
造
し
た
里
内
裏
を
常
居
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
先
帝
が
本
宮
を
退
去
し
、
新
帝
に
内
裏
を
明
け
渡
す
と
い
う
儀
礼
が
無
意
味
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
円
融
譲
位
儀
以
降
、
皇
位
継
承
儀
礼
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
『
西
宮
記
』
巻
一
一
、
天
皇
譲
位
事
に
は
、
天
皇
が
南
殿
（
紫
宸
殿
）
に
出
御
し
て
行
わ
れ
る
譲
位
儀
の
次
第
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。『
北
山
抄
』
巻
五
、
譲
位
事
の
次
第
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
一
〇
世
紀
の
実
例
を
踏
ま
え
て
、
御
在
所
へ
の
退
去
規
定
を
削
除
し
、
内
裏
關
西
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南
殿
出
御
儀
に
改
訂
し
た
も
の
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
南
殿
で
の
譲
位
儀
は
宇
多
・
醍
醐
・
朱
雀
の
譲
位
時
に
行
わ
れ
た
が
、
冷
泉
譲
位
儀
は
襲
芳
舎
で
挙
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
円
融
譲
位
儀
以
降
、
譲
位
儀
は
先
帝
の
里
内
裏
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
江
家
次
第
』
巻
一
四
、
御
譲
位
が
南
殿
儀
と
は
別
に
、「
幼
主
儀
」
と
し
て
新
帝
御
所
に
剣
璽
を
進
め
る
こ
と
を
定
め
、「
其
の
儀
、
行
幸
の
如
し
」
と
書
い
て
い
る
の
は
、
円
融
譲
位
儀
や
三
条
譲
位
儀
の
様
相
を
う
け
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う（
29）。
橋
本
義
彦
氏
は
、
嵯
峨
・
淳
和
ら
の
上
皇
が
譲
位
に
先
立
っ
て
宮
中
よ
り
外
宮
に
遷
御
し
た
の
は
、『
儀
式
』
譲
国
儀
の
定
め
る
と
こ
ろ
と
よ
く
合
致
し
て
お
り
、
そ
れ
は
陽
成
叙
位
儀
で
も
同
様
で
あ
っ
た
と
指
摘
す
る（
30）。
内
田
順
子
氏
は
、『
儀
式
』
譲
国
儀
と
『
西
宮
記
』
以
下
の
儀
式
書
記
載
の
譲
位
儀
を
対
照
し
、
ま
た
『
儀
式
』
譲
国
儀
と
六
国
史
な
ど
に
所
載
の
譲
位
記
事
を
対
照
し
た
結
果
、
陽
成
譲
位
、
光
孝
即
位
時
ま
で
は
、
譲
位
の
場
所
は
原
則
と
し
て
天
皇
の
退
去
場
所
で
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
『
儀
式
』
譲
国
儀
の
条
文
に
対
応
す
る
が
、
一
〇
世
紀
以
後
、
皇
太
子
が
内
裏
内
に
居
住
し
、
譲
位
儀
の
際
に
移
動
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
宇
多
譲
位
、
醍
醐
即
位
以
後
、
譲
位
儀
式
は
内
裏
内
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た（
31）。
内
田
氏
に
よ
る
と
、
寛
平
九
年
（
八
九
七
）
の
宇
多
譲
位
儀
以
後
、
譲
位
儀
は
儀
式
の
中
心
部
分
を
除
い
て
大
き
く
改
変
さ
れ
て
い
る
の
で
、『
儀
式
』
譲
国
儀
を
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
九
世
紀
の
王
位
就
任
儀
礼
の
一
つ
で
あ
る
譲
位
儀
式
を
考
察
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
。
橋
本
・
内
田
両
氏
の
総
括
は
的
確
な
も
の
で
、『
儀
式
』
譲
国
儀
の
特
徴
的
な
本
宮
退
去
儀
礼
は
陽
成
譲
位
儀
ま
で
お
お
む
ね
継
承
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
特
異
な
譲
位
儀
が
立
制
さ
れ
た
契
機
は
、
後
述
す
る
よ
う
な
薬
子
の
変
に
よ
る
政
治
的
混
乱
が
あ
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
奥
に
は
皇
位
継
承
を
め
ぐ
る
非
直
系
相
承
の
確
執
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
皇
と
天
皇
の
関
係
は
、
両
者
が
父
と
子
、
母
と
娘
と
い
う
よ
う
な
直
系
尊
属
関
係
に
あ
る
場
合
は
、
お
お
む
ね
良
好
に
保
た
れ
る
が
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
容
易
に
混
乱
を
も
た
ら
し
た
た
め（
32）、
こ
れ
を
防
止
す
る
手
立
て
を
講
じ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
太
上
天
皇
の
御
在
所
は
奈
良
時
代
ま
で
は
お
お
む
ね
内
裏
内
に
あ
っ
た
。
元
明
上
皇
が
平
城
宮
中
安
殿
で
崩
じ
、
元
正
上
皇
が
平
城
宮
『
儀
式
』
譲
国
儀
の
歴
史
的
位
置
（
西
本
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七
中
宮
西
院
の
寝
殿
で
崩
じ
、
孝
謙
上
皇
が
一
時
淳
仁
天
皇
と
同
所
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
、
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る（
33）。
し
か
し
『
儀
式
』
譲
国
儀
で
は
、
譲
位
儀
に
先
立
っ
て
先
帝
が
御
在
所
に
退
去
す
る
こ
と
を
定
め
て
お
り
、
平
安
前
期
の
上
皇
は
多
く
宮
外
の
御
在
所
を
そ
の
居
所
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
上
皇
御
所
の
変
化
に
は
ど
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
の
か
。
問
題
は
天
皇
と
太
上
天
皇
の
権
力
を
め
ぐ
る
議
論
に
関
係
し
て
く
る
。
岸
俊
男
氏
は
、
八
世
紀
に
は
太
上
天
皇
の
死
後
に
皇
位
を
め
ぐ
る
紛
争
が
起
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
太
上
天
皇
に
も
政
治
的
権
限
が
あ
り
、
皇
権
の
所
在
に
は
複
雑
な
も
の
が
あ
っ
た
と
し
た（
34）。
春
名
宏
昭
氏
は
、
日
本
律
令
で
は
唐
令
に
な
い
「
太
上
天
皇
」
の
規
定
を
設
け
た
こ
と
に
よ
り
、
譲
位
後
の
天
皇
が
自
動
的
に
天
皇
大
権
を
掌
握
す
る
こ
と
を
保
証
し
た
と
述
べ
る（
35）。
橋
本
義
彦
氏
は
、
令
制
の
太
上
天
皇
の
地
位
は
お
お
む
ね
天
皇
に
准
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
と
説
い
て
い
る（
36）。
一
方
で
仁
藤
敦
史
氏
は
、
太
上
天
皇
は
尊
称
な
ど
の
点
で
天
皇
に
準
ず
る
こ
と
は
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
文
書
行
政
や
官
人
制
な
ど
に
関
与
す
る
統
治
権
の
総
覧
者
と
い
う
役
割
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う（
37）。
瀧
浪
貞
子
氏
も
、
上
皇
は
天
皇
に
准
ず
べ
き
待
遇
を
受
け
た
も
の
の
、
法
制
上
は
天
皇
の
次
位
に
規
定
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
と
論
じ
て
い
る（
38）。
上
皇
が
自
動
的
に
天
皇
と
同
等
の
大
権
を
保
持
す
る
と
の
見
方
に
は
従
い
が
た
く
、
上
皇
は
通
常
は
天
皇
の
次
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
薬
子
の
変
の
前
夜
に
は
、
平
城
上
皇
が
平
城
旧
都
に
遷
居
し
た
こ
と
か
ら
、
外
記
や
左
馬
寮
・
酒
部
・
水
部
な
ど
の
官
僚
機
構
が
分
局
し
て
、
上
皇
に
追
従
し
た
。
さ
ら
に
上
皇
が
平
城
遷
都
を
命
じ
た
こ
と
で
、「
二
所
朝
廷
」
と
い
う
異
常
事
態
を
出
来
さ
せ
た
。
兄
か
ら
弟
へ
の
皇
位
継
承
時
に
、
天
皇
大
権
の
移
譲
が
十
分
に
行
わ
れ
な
い
事
態
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
嵯
峨
は
こ
の
と
き
の
教
訓
か
ら
、
譲
位
以
前
に
内
裏
か
ら
宮
外
へ
退
去
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
天
皇
大
権
を
放
棄
す
る
こ
と
を
表
明
し
、
新
帝
が
内
裏
の
唯
一
の
主
人
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
と
と
も
に
、
上
皇
と
百
官
と
の
直
接
的
関
係
を
切
断
す
る
こ
と
に
し
た（
39）。
同
時
に
儒
教
的
な
父
子
関
係
を
確
認
す
る
た
め
に
、
天
皇
が
先
帝
に
太
上
天
皇
の
尊
号
を
宣
下
す
る
制
度
を
創
始
し
た
の
で
あ
る（
40）。
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嵯
峨
は
薬
子
の
変
の
教
訓
か
ら
、
兄
か
ら
弟
へ
の
皇
位
継
承
の
よ
う
な
、
非
直
系
相
承
に
よ
る
譲
位
の
場
合
、
先
帝
か
ら
新
帝
へ
の
権
力
移
譲
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
せ
る
た
め
、
予
め
本
宮
か
ら
退
去
し
、
御
在
所
へ
遷
移
す
る
次
第
を
定
め
、
こ
れ
が
『
儀
式
』
譲
国
儀
に
式
文
化
さ
れ
た
。
し
か
し
、
父
か
ら
子
へ
の
直
系
尊
属
関
係
に
よ
る
譲
位
の
場
合
、
と
り
わ
け
父
か
ら
幼
帝
へ
の
譲
位
の
場
合
、『
儀
式
』
譲
国
儀
の
よ
う
な
本
宮
退
去
規
定
は
不
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
宇
多
譲
位
儀
以
降
、
父
か
ら
子
へ
の
直
系
相
承
が
定
着
し
、
そ
の
多
く
が
幼
帝
へ
の
皇
位
継
承
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
譲
位
儀
は
内
裏
内
で
挙
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
円
融
譲
位
以
降
は
、
里
内
裏
が
譲
位
儀
の
場
と
な
り
、
先
帝
の
本
宮
退
去
は
ま
っ
た
く
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。『
儀
式
』
譲
国
儀
は
薬
子
の
変
の
記
憶
が
残
る
九
世
紀
前
半
に
特
有
の
特
異
な
譲
位
儀
礼
を
定
め
た
規
定
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
お
わ
り
に
以
上
に
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
を
要
約
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
一
、『
儀
式
』
巻
五
、
譲
国
儀
は
平
安
初
期
の
譲
位
儀
礼
を
定
め
た
貴
重
な
史
料
で
あ
る
が
、
固
関
使
を
発
遣
し
た
の
ち
、
天
皇
が
予
め
本
宮
（
内
裏
）
を
退
去
し
、
宮
外
の
御
在
所
に
皇
太
子
を
迎
え
て
、
節
剣
・
伝
国
璽
の
授
受
を
行
う
な
ど
、
特
徴
的
な
次
第
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
譲
国
儀
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
貞
観
期
説
と
弘
仁
期
と
が
存
在
す
る
が
、
土
井
郁
磨
・
内
田
順
子
両
氏
の
説
く
よ
う
に
、
嵯
峨
譲
位
、
淳
和
践
祚
時
の
儀
礼
と
よ
く
一
致
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、『
儀
式
』
譲
国
儀
は
嵯
峨
譲
位
儀
を
モ
デ
ル
に
制
定
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
二
、『
儀
式
』
譲
国
儀
に
み
え
る
節
剣
に
は
神
鏡
が
含
ま
れ
て
い
な
い
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
が
、
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
忌
部
に
よ
る
鏡
剣
奉
上
儀
礼
が
嵯
峨
践
祚
時
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
平
城
践
祚
時
に
相
承
さ
れ
た
「
璽
并
剣
」
は
鏡
と
剣
を
さ
す
と
み
る
他
は
な
い
。
ま
た
、
陽
成
譲
位
儀
で
は
「
天
子
神
璽
宝
鏡
・
剣
等
」
が
「
例
に
依
り
て
」
光
孝
に
伝
え
ら
れ
た
。
陽
成
譲
位
儀
の
『
儀
式
』
譲
国
儀
の
歴
史
的
位
置
（
西
本
）
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特
異
性
を
強
調
す
る
の
は
妥
当
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
陽
成
譲
位
儀
ま
で
は
、
譲
位
儀
で
鏡
剣
が
授
受
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
節
剣
も
節
を
璽
と
同
じ
く
シ
ル
シ
の
意
に
解
し
て
、
鏡
と
剣
を
意
味
す
る
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
三
、『
儀
式
』
譲
国
儀
に
み
え
る
伝
国
璽
は
大
刀
契
を
さ
し
、
刀
剣
類
と
魚
符
と
か
ら
な
る
レ
ガ
リ
ア
で
あ
っ
た
。
中
国
で
は
秦
漢
代
か
ら
帝
位
継
承
時
に
白
玉
の
印
が
授
受
さ
れ
、
や
が
て
伝
国
璽
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
令
制
下
の
日
本
で
は
皇
位
を
相
承
す
る
た
め
の
レ
ガ
リ
ア
は
鏡
剣
の
み
で
あ
っ
た
が
、
平
安
時
代
に
お
け
る
儀
礼
唐
風
化
の
流
れ
の
な
か
で
、
嵯
峨
譲
位
時
に
新
た
な
レ
ガ
リ
ア
と
し
て
大
刀
契
が
加
え
ら
れ
、
こ
れ
に
中
国
の
伝
国
璽
か
ら
名
称
を
借
用
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
四
、『
儀
式
』
譲
国
儀
の
規
定
は
陽
成
譲
位
儀
ま
で
は
お
お
む
ね
遵
守
さ
れ
た
が
、
宇
多
譲
位
儀
以
降
、
先
帝
が
宮
外
に
退
去
す
る
こ
と
は
な
く
な
り
、
譲
位
儀
は
内
裏
内
で
挙
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
、『
西
宮
記
』『
北
山
抄
』
で
は
内
裏
南
殿
で
行
わ
れ
る
譲
位
儀
が
規
定
さ
れ
た
が
、
冷
泉
譲
位
儀
は
襲
芳
舎
で
挙
行
さ
れ
、
円
融
譲
位
儀
は
里
内
裏
の
堀
川
院
で
行
わ
れ
る
な
ど
、
若
年
や
幼
年
で
の
践
祚
が
通
例
化
す
る
に
つ
れ
て
、
後
宮
や
里
内
裏
で
譲
位
儀
が
行
わ
れ
る
例
が
増
え
、『
江
家
次
第
』
で
は
新
帝
御
所
に
神
器
を
進
め
る
「
幼
主
儀
」
と
し
て
の
譲
位
儀
が
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
五
、『
儀
式
』
譲
国
儀
は
薬
子
の
変
の
教
訓
か
ら
、
兄
か
ら
弟
へ
の
皇
位
継
承
時
な
ど
に
先
帝
か
ら
新
帝
へ
の
権
力
移
譲
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
手
立
て
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
九
世
紀
末
以
降
、
父
か
ら
子
へ
の
直
系
相
承
が
定
着
す
る
と
、
先
帝
の
宮
外
退
去
規
定
な
ど
は
不
要
な
も
の
と
な
り
、
新
た
な
譲
位
儀
が
制
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
弘
仁
九
年
に
は
天
下
儀
式
・
男
女
衣
服
な
ど
を
唐
法
に
改
め
る
と
と
も
に
、
殿
閣
諸
門
の
名
号
を
唐
風
に
改
め
、
跪
礼
・
拍
手
が
立
礼
・
舞
踏
に
改
定
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
嵯
峨
朝
の
唐
風
化
政
策
は
皇
位
継
承
儀
礼
に
も
波
及
し
、
践
祚
時
に
中
臣
・
忌
部
が
奉
仕
す
る
令
制
の
儀
礼
は
、
両
氏
が
関
与
し
な
い
唐
風
の
儀
礼
に
改
定
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
弘
仁
九
年
以
降
、
最
初
の
践
祚
儀
で
あ
る
嵯
峨
譲
位
儀
に
お
い
て
新
儀
礼
は
実
施
さ
れ
、
や
が
て
『
儀
式
』
譲
国
儀
と
し
て
式
文
化
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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践
祚
儀
か
ら
除
か
れ
た
忌
部
の
奉
仕
は
大
嘗
祭
の
方
に
移
さ
れ
た
が
、
忌
部
に
よ
る
鏡
剣
奉
上
儀
礼
は
天
長
十
年
の
仁
明
天
皇
の
大
嘗
祭
以
来
停
止
さ
れ
た
。
た
や
す
く
重
物
を
御
所
よ
り
下
給
す
る
の
は
危
険
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
（『
北
山
抄
』
巻
五
、
大
嘗
会
事
）。
忌
部
の
鏡
剣
奉
上
儀
礼
は
弘
仁
十
四
年
の
嵯
峨
譲
位
、
淳
和
践
祚
時
に
践
祚
儀
か
ら
大
嘗
祭
に
移
さ
れ
た
が
、
結
局
、
大
嘗
祭
で
は
こ
の
一
回
挙
行
さ
れ
た
の
み
で
、
仁
明
大
嘗
祭
以
降
、
長
く
停
廃
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
嵯
峨
譲
位
儀
以
来
、
天
皇
は
本
宮
を
退
去
し
て
、
宮
外
の
御
在
所
に
移
り
、
こ
こ
で
神
器
の
相
承
が
行
わ
れ
た
。
神
器
は
内
裏
か
ら
御
在
所
ま
で
運
ば
れ
、
さ
ら
に
東
宮
ま
で
運
ば
れ
た
の
ち
に
、
や
が
て
新
帝
と
と
も
に
内
裏
に
戻
っ
た
。
こ
う
し
た
譲
位
儀
礼
は
、
神
器
が
内
裏
外
に
出
る
機
会
を
作
る
こ
と
で
、
損
傷
・
逸
失
な
ど
の
危
険
性
を
増
す
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
淳
和
天
皇
の
大
嘗
祭
一
回
の
み
で
忌
部
の
鏡
剣
奉
上
儀
が
停
止
さ
れ
た
の
は
、
譲
位
儀
終
了
後
に
さ
ら
に
内
裏
か
ら
神
器
を
出
す
こ
と
の
危
険
性
が
認
識
さ
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
『
儀
式
』
譲
国
儀
は
平
安
前
期
に
特
有
の
皇
位
継
承
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
案
出
さ
れ
た
譲
位
儀
礼
で
あ
っ
た
が
、
神
器
を
内
裏
外
に
運
び
出
す
こ
と
を
定
め
て
い
た
た
め
に
、
大
嘗
祭
に
移
し
た
忌
部
の
鏡
剣
奉
上
儀
礼
を
ま
も
な
く
停
止
さ
せ
る
要
因
と
も
な
っ
た
。
こ
の
特
徴
的
な
譲
位
儀
礼
は
陽
成
譲
位
儀
ま
で
は
お
お
む
ね
守
ら
れ
た
が
、
や
が
て
幼
帝
へ
の
直
系
相
承
が
定
着
す
る
と
と
も
に
、
儀
礼
の
中
核
は
大
き
く
改
変
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
注（⚑
）
仁
藤
智
子
「
固
関
儀
の
展
開
と
王
権
」（『
平
安
初
期
の
王
権
と
官
僚
制
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）。
（
⚒
）
土
井
郁
麿
「「
譲
位
儀
」
の
成
立
」（『
中
央
史
学
』
一
六
、
一
九
九
三
年
）
一
五
～
一
九
頁
、
内
田
順
子
「「
譲
国
儀
」
の
検
討
」（
岡
田
精
司
編
『
古
代
祭
祀
の
歴
史
と
文
学
』
塙
書
房
、
一
九
九
七
年
）
四
九
頁
。
（
⚓
）
井
上
光
貞
『
日
本
古
代
の
王
権
と
祭
祀
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
）
九
六
～
九
八
頁
。
『
儀
式
』
譲
国
儀
の
歴
史
的
位
置
（
西
本
）
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五
一
（
⚔
）
所
功
「『
儀
式
』
の
成
立
」（『
平
安
朝
儀
式
書
成
立
史
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
五
年
）。
（
⚕
）
佐
野
真
人
「「
譲
国
儀
」
儀
式
文
の
成
立
と
変
遷
」（『
神
道
史
研
究
』
六
五
―
二
、
二
〇
一
七
年
）
五
九
頁
。
（
⚖
）
土
井
郁
磨
注
（
⚒
）
論
文
二
三
～
二
四
頁
、
三
八
～
三
九
頁
。
（
⚗
）
内
田
順
子
注
（
⚒
）
論
文
五
〇
頁
。
（
⚘
）
虎
尾
俊
哉
「
弘
仁
式
」（『
国
史
大
系
書
目
大
系
』
上
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
一
年
）、
鎌
田
元
一
「
弘
仁
格
式
の
撰
進
と
施
行
に
つ
い
て
」（『
律
令
国
家
史
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）。
（
⚙
）
石
塚
一
石
「
三
代
儀
式
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
日
本
上
古
史
研
究
』
七
―
二
、
一
九
六
三
年
）。
（
10）
橋
本
義
彦
「
即
位
儀
礼
の
沿
革
」（『
日
本
古
代
の
儀
礼
と
典
籍
』
青
史
出
版
、
一
九
九
九
年
）
一
七
頁
。
（
11）
井
上
光
貞
注
（
⚓
）
著
書
六
四
～
六
九
頁
。
（
12）
帝
国
学
士
院
編
『
帝
室
制
度
史
』
第
五
巻
（
ヘ
ラ
ル
ド
社
、
一
九
四
二
年
）
一
二
七
～
一
二
八
頁
。
（
13）
橋
本
義
彦
注
（
10）
論
文
一
六
頁
、
二
二
頁
。
（
14）
内
田
順
子
注
（
⚒
）
論
文
六
〇
頁
。
（
15）
和
田
英
松
「
御
即
位
式
及
び
大
嘗
祭
の
沿
革
」（『
国
史
国
文
之
研
究
』
雄
山
閣
、
一
九
二
六
年
）。
（
16）
西
本
昌
弘
「
践
祚
・
即
位
と
即
位
儀
礼
の
二
段
階
」（『
日
本
古
代
の
儀
礼
と
神
祇
・
仏
教
』
塙
書
房
、
二
〇
二
〇
年
）。
（
17）
橋
本
義
彦
注
（
10）
論
文
二
一
頁
、
内
田
順
子
注
（
⚒
）
論
文
六
〇
頁
。
（
18）
鴨
野
有
佳
梨
「
陽
成
譲
位
儀
式
と
光
孝
の
即
位
」（『
古
代
史
の
研
究
』
一
六
、
二
〇
一
〇
年
）。
（
19）『
帝
室
制
度
史
』
第
五
巻
、
二
三
八
頁
に
は
、
上
皇
が
賢
所
（
神
鏡
）
と
同
殿
す
る
こ
と
を
憚
る
こ
と
の
由
縁
と
し
て
、『
長
秋
記
』
保
延
元
年
（
一
一
三
五
）
六
月
七
日
条
の
、「
内
侍
所
御
在
所
上
皇
不
二渡
給
一事
、（
中
略
）
陽
成
院
禅
位
後
、
有
下入
二大
内
一之
志
上、
為
レ御
示
〔禦
力
〕
二此
事
一、
始
所
レ成
之
儀
也
（
後
略
）」
と
い
う
記
事
を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
陽
成
が
譲
位
後
に
内
裏
に
入
ろ
う
と
し
た
た
め
、
上
皇
と
内
侍
所
（
神
鏡
）
は
同
殿
す
べ
か
ら
ず
と
い
う
理
由
か
ら
、
こ
れ
を
拒
否
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
上
記
『
長
秋
記
』
の
後
略
部
分
に
は
、
延
喜
帝
が
御
薬
の
間
、
寛
平
上
皇
が
入
内
せ
ん
と
し
た
が
、
先
例
な
し
と
し
て
入
内
し
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
陽
成
上
皇
、
宇
多
上
皇
の
件
は
、
譲
位
後
に
上
皇
が
内
侍
所
（
神
鏡
）
の
安
置
さ
れ
て
い
る
内
裏
に
入
る
こ
と
を
忌
避
し
た
例
で
、
譲
位
儀
に
際
し
て
先
帝
も
し
く
は
新
帝
の
い
る
御
在
所
に
神
鏡
を
運
ぶ
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
『
長
秋
記
』
の
記
事
を
、
陽
成
の
譲
位
時
に
神
鏡
が
相
承
さ
れ
た
こ
と
の
特
異
性
を
示
す
傍
証
と
す
る
こ
と
は
不
適
当
で
あ
る
。
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（20）
栗
原
朋
信
「
文
献
に
あ
ら
わ
れ
た
秦
漢
璽
印
の
研
究
」（『
秦
漢
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇
年
）。
（
21）
好
並
隆
司
「
伝
国
璽
再
考
」（『
史
学
研
究
』
二
四
九
、
二
〇
〇
五
年
）。
（
22）
駒
井
義
明
「
伝
国
璽
に
つ
い
て
」（『
芸
林
』
一
四
―
二
、
一
九
六
三
年
）。
（
23）
好
並
隆
司
注
（
21）
論
文
三
一
頁
。
（
24）
九
条
本
『
諸
道
勘
文
神
鏡
』
第
一
巻
は
、
神
戸
航
介
・
杉
田
建
斗
「
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
九
条
家
旧
蔵
本
『
諸
道
勘
文
神
鏡
』
第
一
巻
の
紹
介
と
基
礎
的
考
察
」（『
東
京
大
学
日
本
史
研
究
室
紀
要
』
二
三
、
二
〇
一
九
年
）
に
、
第
二
巻
の
大
半
は
、
高
田
義
人
・
臼
井
和
樹
「
九
条
本
『
諸
道
勘
文
神
鏡
』
所
収
の
寿
永
二
年
勘
文
に
つ
い
て
」（
小
原
仁
編
『
変
革
期
の
社
会
と
九
条
兼
実
―『
玉
葉
』
を
ひ
ら
く
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
八
年
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
（
25）『
日
本
紀
略
』
天
徳
四
年
十
月
三
日
条
に
は
、「
太
刀
卌
八
柄
之
中
、
四
柄
自
清
涼
殿
求
出
之
。
卌
四
柄
自
温
明
殿
求
出
之
。
其
中
有
節
刀
」
と
あ
り
、「
之
中
、
四
柄
」
と
い
う
字
句
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
諸
道
勘
文
神
鏡
』
の
第
一
巻
と
第
二
巻
に
引
か
れ
る
推
定
「
外
記
日
記
」
逸
文
に
は
、
と
も
に
「
之
中
、
四
柄
」
の
字
句
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
四
字
は
『
日
本
紀
略
』
が
誤
っ
て
付
加
し
た
字
句
と
判
断
す
る
。
（
26）
大
石
良
材
「
大
刀
契
」（『
古
代
王
権
の
成
立
』
塙
書
房
、
一
九
七
五
年
）
と
岡
田
精
司
「
大
王
就
任
儀
礼
の
原
形
と
そ
の
展
開
」（『
古
代
祭
祀
の
史
的
展
開
』
塙
書
房
、
一
九
九
二
年
）
は
、
百
済
滅
亡
後
に
百
済
王
の
宝
剣
＝
大
刀
契
を
収
用
し
て
、
日
本
国
王
の
即
位
儀
で
継
承
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
説
く
。
ま
た
、
伴
信
友
「
大
刀
契
考
」（『
伴
信
友
全
集
』
二
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
〇
七
年
）
が
平
城
践
祚
時
に
行
わ
れ
た
剣
璽
渡
御
の
剣
は
大
刀
契
で
あ
る
と
し
た
の
を
う
け
て
、
上
田
正
昭
「
荒
神
谷
神
庭
遺
跡
と
藤
ノ
木
古
墳
」（『
古
代
伝
承
史
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
一
年
）
は
、
百
済
王
氏
に
伝
来
し
た
大
刀
契
が
桓
武
朝
頃
に
宮
中
に
入
っ
て
レ
ガ
リ
ア
に
な
っ
た
と
し
、
笠
井
純
一
「
大
刀
契
と
即
位
儀
礼
」（『
続
日
本
紀
の
時
代
』
塙
書
房
、
一
九
九
四
年
）
は
、
桓
武
が
百
済
王
氏
か
ら
宝
剣
を
召
し
上
げ
、
大
刀
契
を
皇
位
継
承
儀
礼
に
用
い
た
と
し
、
矢
野
建
一
「
日
本
古
代
の
「
郊
祀
之
礼
」
と
「
大
刀
契
」」
（『
日
本
古
代
の
宗
教
と
社
会
』
塙
書
房
、
二
〇
一
八
年
）
は
、
桓
武
が
交
野
で
行
っ
た
郊
祀
の
場
で
百
済
王
氏
か
ら
大
刀
契
が
奉
ら
れ
、「
新
王
朝
」
の
践
祚
儀
礼
の
宝
器
と
な
っ
た
と
す
る
。
（
27）
宇
多
天
皇
以
下
、
歴
代
天
皇
の
常
居
に
つ
い
て
は
、
詫
間
直
樹
編
『
皇
居
行
幸
年
表
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
し
た
。
（
28）
宮
内
庁
『
皇
室
制
度
史
料
』
太
上
天
皇
二
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
）
三
頁
。
（
29）
春
名
宏
昭
「
平
安
期
太
上
天
皇
の
公
と
私
」（『
史
学
雑
誌
』
一
〇
〇
―
三
、
一
九
九
一
年
）
三
九
頁
は
、
三
条
譲
位
儀
が
『
江
家
次
第
』
の
幼
帝
儀
と
同
じ
次
第
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
同
様
の
「
行
幸
儀
」
に
よ
る
譲
位
儀
は
円
融
譲
位
儀
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
『
儀
式
』
譲
国
儀
の
歴
史
的
位
置
（
西
本
）
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（30）
橋
本
義
彦
「
後
院
に
つ
い
て
」（『
平
安
貴
族
社
会
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
）
一
六
〇
～
一
六
一
頁
。
（
31）
内
田
順
子
注
（
⚒
）
論
文
四
七
～
四
八
頁
。
（
32）
仁
藤
敦
史
「
律
令
制
成
立
期
に
お
け
る
太
上
天
皇
と
天
皇
」（『
古
代
王
権
と
官
僚
制
』
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
四
一
頁
。
（
33）
宮
内
庁
『
皇
室
制
度
史
料
』
太
上
天
皇
二
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
）
一
～
二
頁
。
（
34）
岸
俊
男
「
元
明
太
上
天
皇
の
崩
御
」（『
日
本
古
代
政
治
史
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
六
六
年
）。
（
35）
春
名
宏
昭
「
太
上
天
皇
の
成
立
」（『
史
学
雑
誌
』
九
九
―
二
、
一
九
九
〇
年
）。
（
36）
橋
本
義
彦
「〝
薬
子
の
変
〟
私
考
」（『
平
安
貴
族
』
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
）
五
八
頁
。
（
37）
仁
藤
敦
史
「
太
上
天
皇
制
の
展
開
」（『
古
代
王
権
と
官
僚
制
』
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
五
〇
頁
。
（
38）
瀧
浪
貞
子
「
薬
子
の
変
と
上
皇
別
宮
の
出
現
」（『
日
本
古
代
宮
廷
社
会
の
研
究
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
一
年
）
二
六
一
頁
。
（
39）
鈴
木
景
二
「
日
本
古
代
の
行
幸
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
二
五
、
一
九
八
九
年
）
四
一
頁
、
春
名
宏
昭
注
（
29）
論
文
五
六
頁
、
仁
藤
敦
史
注
（
37）
論
文
六
四
～
六
六
頁
。
（
40）
筧
敏
生
「
太
上
天
皇
と
律
令
国
家
機
構
」（『
古
代
王
権
と
律
令
国
家
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
二
年
）
一
四
四
頁
。
關
西
大
學
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